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青
山
学
院
大
学
在
学
中
よ
り
、
Ｃ

Ｍ
モ
デ
ル
と
し
て
活
躍
。
そ
の
後
、

経
済
イ
ン
タ
ビ
ュ
ア
を
経
て
渡
米
。

カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
大
学
で
「
ジ
ェ
ロ

ン
ト
ロ
ジ
ー
（
加
齢
学
）
」
を
学
び
、

「
エ
イ
ジ
ン
グ
・
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
」

と
し
て
テ
レ
ビ
、
雑
誌
等
メ
デ
ィ
ア

で
も
幅
広
く
活
躍
中
。�

　
「
エ
イ
ジ
ン
グ
革
命
」
等
の
著
書

を
出
版
す
る
と
と
も
に
、
心
理
学
の

専
門
家
と
も
連
携
し
な
が
ら
、「
ア
ク

テ
ィ
ブ
・
エ
イ
ジ
ン
グ
」
を
提
案
、
多

く
の
講
演
活
動
を
行
っ
て
い
る
。
現
在
、

中
高
年
の
新
し
い
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル

の
提
案
に
も
積
極
的
に
取
り
組
ん
で

い
る
。
ま
た
モ
デ
ル
と
し
て
も
、
変

わ
ら
な
い
美
し
さ
と
ラ
イ
フ
ス
タ
イ

ル
が
共
感
を
集
め
て
い
る
。
　
　
　

　
来
る
平
成
二
十
一
年
十
一
月
八
日（
日
）、

東
京
都
庁
第
一
本
庁
舎
に
於
い
て
、「
第

四
回
日
本
の
食
育
セ
ミ
ナ
ー
」
を
開
催

致
し
ま
す
。
今
回
の
テ
ー
マ
は
『
守
り

た
い
日
本
の
食
文
化
』
で
す
。

　
超
高
齢
社
会
を
迎
え
る
中
で
、
若
い

時
か
ら
充
実
し
た
年
の
重
ね
方
を
考

え
る
事
が
必
要
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

現
在
、
日
本
に
昔
か
ら
伝
え
ら
れ
て
い

る
食
文
化
が
見
直
さ
れ
て
い
ま
す
。
美

し
く
健
康
で
い
る
た
め
に
、
現
代
社
会

に
合
っ
た
方
法
で
、
そ
れ
ら
を
取
り
入

れ
る
事
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
？

　
第
一
部
は
、
講
師
に
特
定
非
営
利
活

動
法
人
「
ア
ン
チ
エ
イ
ジ
ン
グ
・
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
」
理
事
で
あ
り
、
テ
レ
ビ
や

雑
誌
で
大
活
躍
の
朝
倉
匠
子
先
生
を

お
迎
え
し
、「
美
し
く
健
康
で
あ
る
た

め
の
食
文
化
～
ア
ク
テ
ィ
ブ
・
エ
イ
ジ

ン
グ
を
目
指
そ
う
～
」
と
題
し
講
演
を

し
て
頂
き
ま
す
。�

　
ア
ク
テ
ィ
ブ
・
エ
イ
ジ
ン
グ
と
は
、

老
い
を
消
極
的
に
捉
え
な
い
で
、
若

さ
を
保
っ
て
積
極
的
に
年
を
重
ね
て

い
こ
う
と
い
う
考
え
方
で
す
。
時
間

は
誰
に
で
も
平
等
で
、
人
は
誰
し
も

年
を
重
ね
て
い
き
ま
す
。
最
近
は
老

化
防
止
、
若
返
り
の
方
法
の
情
報
が

多
く
出
回
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
ら
を

賢
く
、
上
手
に
取
り
入
れ
て
、
無
理
の

な
い
範
囲
で
努
力
を
重
ね
て
い
く
事

が
「
ス
テ
キ
な
年
の
重
ね
方
」
に
つ
な

が
っ
て
い
き
ま
す
。
そ
こ
で
、
今
回
は

食
を
大
き
な
テ
ー
マ
と
し
て
、「
日
本

の
食
文
化
を
中
心
と
し
た
新
し
い
エ

イ
ジ
ン
グ
」
に
つ
い
て
提
案
し
て
頂

き
ま
す
。
大
人
に
も
人
生
の
後
半
生

を
充
実
さ
せ
る
た
め
の
学
び
が
必
要

で
す
。
と
も
に
学
び
ま
し
ょ
う
！

　
第
二
部
は
、「
健
康
管
理
士
た
ち
と

東
京
を
食
べ
よ
う
」
を
テ
ー
マ
に
、

参
加
型
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

を
行
い
ま
す
。
大
都
市
東
京
に
お
い

て
も
、
多
く
の
伝
統
的
食
材
が
生
産

さ
れ
て
い
ま
す
。「
東
京
で
食
材
？
」

と
違
和
感
を
感
じ
る
人
も
い
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
が
、
東
京
に
も
意
外
に

農
家
は
多
く
、
野
菜
栽
培
を
中
心
と

し
た
生
産
額
は
年
間
三
百
億
円
近
く

に
も
上
っ
て
い
ま
す
。
安
心
で
新
鮮

な
食
材
を
得
る
た
め
に
、
東
京
で
生

産
さ
れ
る
食
材
の
安
全
性
や
食
料
自

給
率
、
環
境
に
優
し
い
食
材
に
つ
い

て
勉
強
し
て
み
ま
せ
ん
か
？�

　
今
回
は
、
行
政
で
食
材
の
生
産
に
携

わ
っ
て
い
る
農
林
水
産
省
関
東
農
政

局
消
費
生
活
課
長
の
坂
本
里
美
氏
、
農

業
の
現
場
で
食
材
の
生
産
に
携
わ
っ

て
い
る
Ｊ
Ａ
の
方
、
健
康
管
理
士
一
般

指
導
員
の
方
と
一
緒
に
、
食
材
の
レ
シ

ピ
を
交
え
な
が
ら
食
の
安
全
性
と
食

文
化
に
つ
い
て
考
え
ま
す
。

　
申
込
み
方
法
等
詳
細
は
、
次
回
の
健

康
管
理
士
ニ
ュ
ー
ス
や
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
て
随
時
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
こ
の

機
会
に
、
是
非
ご
参
加
下
さ
い
。

 

去
る
平
成
二
十
一
年
四
月
二
日
か
ら
四

月
二
十
三
日
の
毎
週
木
曜
日
、
京
橋
プ
ラ

ザ
区
民
館
に
於
い
て
、
健
康
管
理
士
能
力

開
発
講
座
「
色
の
パ
ワ
ー
で
心
と
体
イ
キ

イ
キ
！
」
を
全
四
回
に
わ
た
り
開
講
致
し

ま
し
た
。

　
私
た
ち
の
身
の
回
り
に
は
常
に
色
が

あ
り
、
色
が
人
に
与
え
る
影
響
は
衣
食
住

全
て
の
面
で
、
は
か
り
し
れ
ま
せ
ん
。
例

え
ば
、
食
べ
物
の
色
が
食
欲
に
影
響
を
与

え
た
り
、
寝
室
の
色
が
睡
眠
の
質
を
変
え

た
り
し
ま
す
。
今
回
の
講
座
は
、
有
限
責

任
中
間
法
人
日
本
パ
ー
ソ
ナ
ル
カ
ラ
リ

ス
ト
協
会
と
株
式
会
社
カ
ラ
ー
ス
ペ
ー
ス
・

ワ
ム
の
協
力
の
も
と
、
色
の
効
果
や
そ
の

活
用
の
方
法
に
つ
い
て
基
礎
か
ら
学
べ

る
講
座
で
し
た
。�

　
色
の
プ
ラ
ス
面
、
マ
イ
ナ
ス
面
の
心
理

効
果
、
色
を
食
に
活
か
す
テ
ー
ブ
ル
周
り

の
配
色
レ
ッ
ス
ン
や
料
理
の
盛
り
付
け

の
テ
ク
ニ
ッ
ク
、
自
分
ら
し
い
魅
力
を
引

き
出
す
「
パ
ー
ソ
ナ
ル
カ
ラ
ー
」
の
発
見
、

大
き
な
紙
に
自
由
に
絵
を
描
く
「
カ
ラ
ー

セ
ラ
ピ
ー
体
験
」
で
ス
ト
レ
ス
発
散
等
、

様
々
な
教
材
を
使
用
し
て
、
具
体
的
に
実

習
形
式
で
学
べ
る
内
容
と
な
っ
て
い
ま

し
た
。�

　
一
回
目
か
ら
三
回
目
は
グ
ル
ー
プ
ワ
ー

ク
が
中
心
で
、「
毎
回
同
じ
グ
ル
ー
プ
で
や

り
た
い
」
と
い
う
受
講
生
か
ら
の
声
も
あ

り
、
三
回
と
も
同
じ
グ
ル
ー
プ
で
学
習
し

て
頂
き
ま
し
た
。
同
じ
メ
ン
バ
ー
で
の
グ

ル
ー
プ
ワ
ー
ク
は
、
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
て
和

気
あ
い
あ
い
と
意
見
交
換
が
で
き
、
ど
の

グ
ル
ー
プ
も
楽
し
そ
う
に
話
し
合
い
、
発

表
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
　�

　
皆
様
大
変
満
足
さ
れ
て
、
好
評
を
頂
き

ま
し
た
。
受
講
さ
れ
た
方
の
声
を
一
部
ご

紹
介
し
ま
す
。�

�

●
色
の
楽
し
み
方
、
大
切
さ
が
分
か
っ
て 

  

　
楽
し
か
っ
た
。�

●
自
分
の
パ
ー
ソ
ナ
ル
カ
ラ
ー
が
分
か

　
り
、
生
活
に
活
か
せ
る
よ
う
に
な
っ
た
。�

●
今
ま
で
経
験
し
た
事
の
な
い
体
験
が

　
で
き
て
、
知
ら
な
い
事
を
知
る
機
会
に 

　
な
っ
た
。�

●
カ
ラ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
に
魅
力
を 

 
  

　
感
じ
た
。�

●
カ
ラ
ー
心
理
ま
で
学
べ
て
良
か
っ
た
。

　
さ
ら
に
知
識
を
深
め
た
い
と
思
う
。�

●
家
庭
で
の
食
事
で
も
、
料
理
の
盛
り
付

　
け
を
実
践
し
て
み
よ
う
と
思
っ
た
。�

�
　
今
後
の
能
力
開
発
講
座
に
つ
き
ま
し

て
は
、
健
康
管
理
士
ニ
ュ
ー
ス
や
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
随
時
お
知
ら
せ
し
て
い
き
ま
す
。�

　

第1回　「色の持つ心理効果」を知ろう

　日々の生活における色の心理効果の基本、効果的な
色の使い方を学びました。グループごとにカードを使
用して、色の寒暖や強弱のイメージを話し合いました。�
　その後、講師より色相と色調、色の持つプラス面と
マイナス面についての説明があり、最後に写真のイ
メージについてグループごとに発表しました。

第2回　「食」においての色の使い方
　「食」を楽しむ配色術を学びました。心地の良い
配色、会話がはずむ配色、食欲がすすむ配色等を
グループで話し合いました。　�
　また、料理を引き立てる盛り付けの形・色・余白
等のポイント、クロスや照明の違いによるテーブ
ルコーディネートの方法の説明がありました。

第3回　「自分に似合う色」を知ろう
　パーソナルカラーセルフチェックシートを使用し、
自分の髪、瞳、肌、頬の色から、布ドレープを使用し
て、自分に似合う色である「パーソナルカラー」を
春夏秋冬に分けて分析しました。�
　自分らしい魅力を引き出して、心も体も軽やかに
輝く方法を学びました。　

第4回　「カラーセラピー体験」で心を解放しよう
　色による心の分析や解放であるカラーセラピー
を体験しました。まず、床に寝てリラックスし、模
造紙に「今あなたにある夢」を自由に描き、自分を
思い切り表現して発散し、発表しました。その後、
講師より色使いについて説明がありました。
　また、講座終了後、修了証が授与されました。

 

平
成
二
十
一
年
十
一
月
八
日
（
日
）
東
京
都
庁
に
て

　
「
第
四
回
　
日
本
の
食
育
セ
ミ
ナ
ー
」
開
催
決
定
!!

 

　

～
守
り
た
い
日
本
の
食
文
化
～

第4回日本の食育セミナー

日　時：平成21年11月8日(日)
　　　 13：00～16：00（受付開始12：30）�
共　催：東京都
会　場：東京都庁第一本庁舎　5階大会議場
参加費：無料�
定　員：500名（希望者多数の場合は抽選）

第1部　講演「美しく健康であるための食文化�
　　　　　　　～アクティブ・エイジングを目指そう～」
　　　　講師：朝倉 匠子 先生

第2部　参加型パネルディスカッション
      「健康管理士たちと東京を食べよう」

パネリスト3名とコーディネーターによる食材の安全性や食料
自給率についてのパネルディスカッションを行います。会場の
皆様との意見交換も予定しております。

＜パネリスト＞�
行政で食材の生産に携わっている方･･･坂本　里美　氏（農林水産省）
農業の現場で食材の生産に携わっている方･･･ＪＡの方（予定）
消費者代表･･･健康管理士一般指導員の方

「守りたい日本の食文化」概要

健康管理士
能力開発講座

好評の内に
終了しました「色のパワーで心と体イキイキ！」「色のパワーで心と体イキイキ！」



第79号　　　健康管理士ニュース　　　平成21年7・8月号 (2)

全
国
健
康
管
理
士
寄
稿
順不同
敬称略

健
康
管
理
士
会
よ
り

1 健康管理士養成指定校紹介第　　回●5
倉敷芸術科学大学（健康科学科）

　本学科は、個人に対応した安全で効果的な運動を実践するための運動プログラムの作成
と指導を担う健康運動指導士、健康運動実践指導者の養成校として認可されています。そ
れらの受験資格取得に必要な科目を健康管理士のカリキュラムに読み替える事ができた
ため、無理なく資格試験に取り組める事が魅力でした。また、健康管理士の資格を有する事
で、総合的な健康管理を実践できる人材を養成でき、他校にはない強みとなっています。
　健康管理士のテキストは平易な表現であり、内容を講義に盛り込む事で、講義内容を効
果的に理解する事ができています。これから活躍の場を広げ、資格の認知度と地位の向上
を図っていく事が重要であると思います。　　　　　　　　　　　　　　　　（浅川先生）

群馬社会福祉大学短期大学部（介護福祉学科）

�������������

▼
静
岡
県
健
康
管
理
士
会

�〈
七
月
の
勉
強
会
〉

日
時
・
・
七
月
二
十
九
日
（
日
）　
午
前
十
時
～
十
二
時

場
所
・
・
グ
ラ
ン
シ
ッ
プ

「
交
流
分
析
で
知
る
こ
こ
ろ
と
か
ら
だ
の
関
係
」

内
容
・
・
交
流
分
析
と
は
？

　
　
　
心
が
及
ぼ
す
体
へ
の
影
響

　
　
　
　

自
分
を
知
っ
て
聴
く
力
を
つ
け
よ
う
！

　
初
め
に
交
流
分
析
に
つ
い
て
の
簡
単

な
説
明
を
し
、
心
が
つ
ら
い
時
の
体
へ

の
影
響
を
お
話
し
ま
す
。
健
康
管
理
士

も
、
ま
ず
は
ク
ラ
イ
エ
ン
ト
の
お
話
を

き
ち
ん
と
受
け
止
め
る
事
が
大
切
で
あ

り
、
自
分
の
考
え
方
、
感
じ
方
の
癖
を
知

る
事
が
必
要
な
の
で
、
最
後
に
心
理
テ

ス
ト
を
や
っ
て
頂
き
、
解
説
し
ま
す
。

（
静
岡
県
健
康
管
理
士
会
　
唐
牛
　
博
光
）

Ｔ
Ｅ
Ｌ
　
０
５
３-

５
８
５-

０
０
８
０�

▼
川
口
市
健
康
管
理
士
会

　
森
田
講
師
に
よ
る
健
康
体
操
の
学
習
、

日
本
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
協
会
の
柏
講
師
に

よ
る
学
習
、
太
極
拳
の
学
習
等
、
各
人

の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
を
は
か
り
ま
し
た
。

（
川
口
市
健
康
管
理
士
会
　
磯
部
　
芳
江
）

▼
沖
縄
県
健
康
管
理
士
会

　
去
る
五
月
十
日
（
日
）
、
左
記
の
新
事

務
所
に
移
転
し
ま
し
た
。

〒
９
０
０-

０
０
１
６
　�

那
覇
市
前
島
二
丁
目
十
八-

一
　
シ
ャ
ト
レ
塩
浜
一
階

環
境
シ
ス
テ
ム
サ
ー
ビ
ス
株
式
会
社
内

Ｔ
Ｅ
Ｌ
　
０
９
８-

８
６
３-

７
０
８
０

　
会
員
の
皆
様
、
住
所
不
明
で
郵
便
物

が
戻
っ
て
来
る
方
が
い
ま
す
。
ご
連
絡

下
さ
い
。
沖
縄
県
の
健
康
管
理
士
の
皆

さ
ん
、
一
緒
に
頑
張
り
ま
せ
ん
か
？
是

非
ご
入
会
下
さ
い
。

　
　
　
　
　（
沖
縄
県
健
康
管
理
士
会
）

�
▼
兵
庫
県
健
康
管
理
士
会

　
去
る
四
月
二
十
六
日
（
日
）
、「
第
七

十
五
回
定
期
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
」
に
お
い

て
分
科
会
発
表
会
を
行
い
ま
し
た
。「
食

育
」「
運
動
」「
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
」「
ボ

ラ
ン
タ
リ
ー
イ
ベ
ン
ト
企
画
」
の
四
つ

に
分
か
れ
て
、
分
科
会
の
成
果
を
発
表

す
る
と
い
う
事
で
、
そ
れ
ぞ
れ
が
趣
向

を
凝
ら
し
た
発
表
を
行
い
、
と
て
も
勉

強
に
な
っ
た
と
好
評
で
し
た
。

　
ま
た
、
当
会
で
は
毎
月
第
四
日
曜
日
、

西
宮
市
内
に
お
い
て
健
康
講
座
「
は
じ

め
の
一
歩
」
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
来

る
七
月
二
十
六
日
（
日
）
は
、
薬
膳
料
理

講
師
で
健
康
管
理
士
で
も
あ
る
渡
部
美

智
余
先
生
を
お
招
き
し
、
食
に
ま
つ
わ

る
講
演
を
し
て
頂
く
予
定
で
す
。
詳
し

く
は
事
務
局
ま
で
お
問
合
せ
下
さ
い
。

　
勉
強
や
活
動
の
場
を
求
め
て
お
ら
れ

る
方
、
資
格
を
活
か
し
た
い
方
、
楽
し

い
交
流
の
場
を
求
め
て
お
ら
れ
る
方
、

是
非
ご
一
緒
に
活
動
し
ま
し
ょ
う
！
ご

連
絡
を
心
よ
り
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　（
兵
庫
県
健
康
管
理
士
会
　
事
務
局
）

Ｔ
Ｅ
Ｌ
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
　
０
７
９
８-

７
０-

０
２
４
１

Ｕ
Ｒ
Ｌ
　http://hhsn.jp/

�

▼
愛
知
県
健
康
管
理
士
会

　
去
る
四
月
十
二
日
（
日
）
、
愛
知
県
健

康
管
理
士
会
の
総
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

今
回
は
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
化
に
向
け
て
の
通

過
点
と
し
て
位
置
づ
け
た
総
会
で
し
た
。

来
賓
の
森
田
事
務
局
長
よ
り
健
康
管
理

士
の
現
状
等
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

　
総
会
終
了
後
、
初
め
て
の
試
み
と
し

て
グ
ル
ー
プ
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行

い
ま
し
た
。
議
題
は
、「
み
ん
な
で
考
え

よ
う
、
資
格
の
活
か
し
方
」
当
会
へ
の

要
望
、
日
本
成
人
病
予
防
協
会
へ
要
望
」

と
し
ま
し
た
。
会
員
個
々
の
意
見
が
出

さ
れ
、
交
流
も
深
め
る
事
が
で
き
て
大

盛
況
で
し
た
。
今
後
も
実
力
ア
ッ
プ
を

目
指
し
頑
張
っ
て
い
き
ま
す
。

　
愛
知
県
健
康
管
理
士
会
で
は
Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
化
に
向
け
て
活
動
し
て
お
り
ま
す
。

有
資
格
者
の
知
識
や
経
験
を
活
か
し
て

一
緒
に
活
動
し
ま
せ
ん
か
？

（
愛
知
県
健
康
管
理
士
会
会
長
　
戸
松
　
義
明
）

Ｔ
Ｅ
Ｌ
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
　
０
５
２-

３
０
１-

６
６
４
０

�

▼
秋
田
県
健
康
管
理
士
会

　
秋
田
県
健
康
管
理
士
会
で
は
、
七
月
二

十
日
（
月
）
午
後
二
時
か
ら
、
ゆ
と
り
生

活
創
造
セ
ン
タ
ー
遊
学
舎
に
於
い
て
、
足

の
悩
み
解
消
セ
ミ
ナ
ー
中
級
編
を
開
催

し
ま
す
。
お
近
く
の
健
康
管
理
士
の
方
は

ふ
る
っ
て
ご
参
加
下
さ
い
。

（
秋
田
県
健
康
管
理
士
会
代
表
　
佐
々
木
　
聡
）

Ｔ
Ｅ
Ｌ
　
０
８
０-

３
１
４
０-

９
８
８
３

▼
健
康
管
理
士
東
京
Ｏ
Ｐ
会

　
新
宿
を
中
心
に
月
に
一
回
、「
ほ
す
ぴ
」

を
活
用
し
て
勉
強
会
を
し
て
い
ま
す
。
十

一
月
に
行
政
の
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
す
る

た
め
、
盛
り
上
が
っ
て
お
り
ま
す
。
健
康

管
理
士
の
資
格
を
活
か
し
て
活
動
し
た

い
方
、
ご
連
絡
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

（
健
康
管
理
士
東
京
Ｏ
Ｐ
会
　
村
田
　
淑
恵
）

携
帯
電
話
　
０
９
０-

３
０
４
１-

７
１
５
４

E-mail

　y4-patora-murata@docomo.ne.jp

▼
埼
玉
県
健
康
管
理
士
会

　
去
る
五
月
九
日
（
土
）
、
埼
玉
県
健
康

管
理
士
会
の
定
例
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

内
容
は
、
健
康
に
関
す
る
情
報
交
換
、
高

橋
会
長
に
よ
る
栄
養
素
の
指
導
等
で
す
。

次
回
の
定
例
会
よ
り
、
テ
ー
マ
を
絞
り
、

皆
で
討
議
す
る
事
を
決
定
し
ま
し
た
。

今
後
、
毎
月
第
一
土
曜
日
の
午
後
一
時

よ
り
川
口
市
立
西
公
民
館
で
定
例
会
を

開
催
し
ま
す
。
皆
様
是
非
ご
参
加
下
さ
い
。�

　
ま
た
、
毎
月
二
回
健
康
講
座
を
実
施

し
て
い
ま
し
た
が
、
非
常
に
好
評
の
た

め
、
そ
れ
と
併
行
し
て
「
川
口
ふ
れ
あ

い
館
」
で
年
間
を
通
じ
て
健
康
講
座
を

開
く
事
が
決
定
し
ま
し
た
。

（
埼
玉
県
健
康
管
理
士
会
広
報
部
長
　
平
方
　
睦
男
）

Ｔ
Ｅ
Ｌ
　
０
８
０-

３
４
１
４-

３
６
９
３

E-mail mm2512@ezweb.ne.jp

�

▼
山
口
県
健
康
管
理
士
会

　
平
成
二
十
一
年
も
、
も
う
既
に
半
年
が

過
ぎ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
新
し
い
ウ
ィ
ル

ス
、
高
速
道
路
の
定
額
料
金
で
人
の
動
き

も
慌
し
い
世
相
の
昨
今
で
す
が
、
皆
様
の

お
身
周
り
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
？

 

山
口
県
健
康
管
理
士
会
も
人
間
に
例

え
る
な
ら
、
や
っ
と
這
い
這
い
が
出
来

る
位
に
変
わ
っ
て
き
た
か
な
？
と
い

う
と
こ
ろ
で
し
ょ
う
か
。
這
い
な
が
ら

ひ
っ
く
り
返
っ
た
り
、
後
ず
さ
り
も
し

た
り
「
這
え
ば
立
て
、
立
て
ば
歩
け
の

親
心
」
。
会
で
は
し
っ
か
り
手
足
を
支

え
て
頂
け
る
「
親
に
な
っ
て
下
さ
る
方
」

を
求
め
て
い
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
参
加

下
さ
い
。
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

〈
次
回
会
合
の
お
知
ら
せ
〉

日
時
・
・
七
月
十
九
日
（
日
）
午
後
一
時
～
五
時

場
所
・
・
小
郡
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
（
山
口
市
）

●
健
康
管
理
士
林
氏
講
話
と
質
疑
応
答

●
け
ん
こ
う
ふ
ぇ
す
た
山
口
に
向
け
て

●
ほ
す
ぴ
学
習
会
（
各
自
で
学
習
し
た

　
い
ほ
す
ぴ
を
ご
持
参
下
さ
い
）

（
山
口
県
健
康
管
理
士
会
　
藤
本
　
富
子
）

Ｔ
Ｅ
Ｌ
　
０
９
０-

２
８
６
７-

０
６
１
３

�

▼
青
森
県
健
康
管
理
士
会

　
先
日
、
第
二
回
目
の
受
験
講
座
と
い

う
形
で
勉
強
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
受

験
勉
強
真
っ
最
中
の
方
達
が
添
削
問
題

を
持
参
し
、
集
ま
り
ま
し
た
。
貪
欲
に

知
識
を
得
よ
う
と
い
う
方
も
あ
り
、
い

い
刺
激
を
受
け
ま
し
た
。
県
が
が
ん
死

亡
率
日
本
一
と
い
う
現
実
を
認
識
し
、

こ
れ
か
ら
も
受
験
生
の
方
々
と
一
緒
に

行
動
し
て
参
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

（
青
森
県
健
康
管
理
士
会
　
上
山
　
一
郎
）

Ｔ
Ｅ
Ｌ
　
０
１
７
６-

２
２-

８
４
８
４

E-mail  kyichi@titan.ocn.ne.jp

������

▼
鹿
児
島
県
健
康
管
理
士
会
設
立
準
備
委
員
会

　
去
る
五
月
二
十
四
日
（
日
）
、
勉
強
会

を
行
い
ま
し
た
。
大
内
田
会
員
よ
り
、

カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
の
基
礎
知
識
に
つ
い

て
の
講
演
、
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対

策
に
つ
い
て
の
意
見
交
換
、
梅
干
し
ツ

ア
ー
の
応
募
状
況
、
今
後
の
運
営
に
つ

い
て
話
合
い
ま
し
た
。
梅
干
し
ツ
ア
ー

は
地
元
新
聞
二
社
で
掲
載
が
あ
り
、
参

加
者
を
募
集
す
る
事
が
で
き
ま
し
た
。

（
鹿
児
島
県
健
康
管
理
士
会
設
立
準
備
委
員
会
　
緒
方
　
祥
之
）

Ｔ
Ｅ
Ｌ
　
０
８
０-

３
９
９
０-

３
０
１
５
（
亀
田
）

▼
北
海
道
健
康
管
理
士
会
設
立
に
向
け
て

　
二
〇
〇
四
年
に
健
康
管
理
士
の
資
格

を
取
得
し
ま
し
た
。
当
時
、
北
海
道
健

康
管
理
士
会
が
存
在
し
て
お
り
、
私
も

一
緒
に
活
動
し
て
い
た
一
人
で
す
が
、

現
在
は
会
が
存
続
し
て
い
ま
せ
ん
。�

 

北
海
道
で
す
で
に
活
躍
さ
れ
て
い
る

方
も
い
ら
っ
し
ゃ
る
と
思
い
ま
す
が
、

資
格
を
ど
う
活
か
し
た
ら
良
い
の
か
？

と
思
っ
て
い
る
方
も
多
い
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。
私
も
そ
の
一
人
で
す
。�

　
北
海
道
健
康
管
理
士
会
を
設
立
し
て
、

自
分
自
身
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
、
地
域
の
方
々

に
喜
ば
れ
る
活
動
を
広
め
て
い
き
ま
せ

ん
か
？
是
非
皆
様
の
知
恵
と
力
を
お
貸

し
下
さ
い
。
連
絡
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　
　
　（
北
海
道
札
幌
市
　
林
　
俊
子
）

Ｔ
Ｅ
Ｌ
　
０
９
０-

８
６
３
２-

７
３
９
６

E-mail  hoku.health@gmail.com

ブ
ロ
グ
　http://h-health.justblog.jp/

▼
茨
城
県
健
康
管
理
士
会
設
立
に
向
け
て

　
健
康
管
理
士
ニ
ュ
ー
ス
五
月
号
に
掲

載
し
て
頂
き
、
茨
城
県
内
に
在
住
す
る

五
～
六
名
の
健
康
管
理
士
の
方
々
か
ら
、

賛
同
の
メ
ー
ル
や
電
話
を
頂
き
ま
し
た
。

　「
茨
城
県
に
健
康
管
理
士
会
を･･･

」
と

い
う
志
を
持
た
れ
て
い
る
方
々
が
い
る

事
が
判
り
、
自
分
を
含
め
た
こ
れ
ら
の
方
々

の
お
気
持
ち
を
結
集
し
て
会
の
発
足
に

こ
ぎ
つ
け
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

（
茨
城
県
ひ
た
ち
な
か
市
　
仙
波
　
康
成
）

Ｔ
Ｅ
Ｌ
　
０
２
９-

２
１
９-
５
８
８
８

E-mail  three.h.y.k.s@an.wakwak.com

健
康
管
理
士
会
設
立
準
備
委
員
会
よ
り

★

＜「運動分科会」発表の様子＞

＜勉強会の様子＞

　本学は介護福祉士を養成しており、その役割は日常生活が困難な人に対して、入浴や食
事等の介護を行ったり、介護に関する相談や指導を行う事とされています。本学では健康
維持の必要性認識のもと、以前から「予防介護」のために必要な教育内容を組み入れてきま
した。健康維持のためのアドバイスができる事が、今後ますます必要になるであろうとい
う考えからです。そのような本学の考えと、健康管理士の養成カリキュラムが合致した事
もあり、レベルアップのためにも導入させて頂きました。
　健康は国民共通の関心事であり、健康維持についての知識は利用者とのコミュニケー
ションツールにもなっています。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（大竹先生）

　「せっかく取った資格をどのように活用すればよいのか」等々悩んでいる方、そんな貴方（貴女）

に少しでも解決の糸口になればと今年も企画しました。実際に資格を活かして活躍している先輩

の話を聞き、皆様の今後の活動の指針として頂き、少しでもご活躍の一助となれば幸いです。ま
た、健康管理士仲間の輪を広げる機会として、1人でも多くご参加頂ければ幸甚です。

日　時：平成21年7月26日(日)　　会　場：勤労福祉会館　6F大会議室（池袋駅南口より徒歩約７分）
参加費：500円　　定　員：100名（先着順）　主　催：関東圏健康管理士連合会（東京・神奈川・埼玉西・千葉）
開　場：13：00　　開　演：13：10
第1部：13：25～14：25　講演「笑いがニッポンを救う～生涯現役でピンピンコロリ！～」
　　　　　　　　　　　　　講師：江見明夫氏（社会教育家・アチーブメント江見義塾塾長）
第2部：14：30～15：30　「私は資格を活かしこんな活動しています」
　　　　　　　　　　　健康管理士の諸先輩に実績作りのノウハウを語ってもらいます。
第3部：15：40～16：45　「パネルディスカッション」
　　　　　　　　　　　健康管理士として活動する過程で、悩んでいる事等にお答えしていきます。

※セミナー終了後、懇親会（自由参加）を行います。＜開催時間：17：00～19：20　費用：1,000円＞
※セミナー参加費及び懇親会費用は当日受付にてお支払い下さい。
申込み先：「氏名・郵便番号・住所・電話（FAX）番号・メールアドレス・資格番号」を明記の上、下
記までお申込み下さい。

関東圏健康管理士連合会 世話人代表　東京都健康管理士会 代表 金岡健二
TEL・FAX　042-365-0584　　E-mail：tokyo@healthcare.or.jp　　　　　　　　　　

第5回関東圏健康管理士活動報告会　開催！

～活かそう貴方の「健康管理士」資格～
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第79号　　　健康管理士ニュース　　　平成21年7・8月号 (4)

「
活
動
の
現
場
」

健
康
管
理
士
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

五
十
嵐
五
十
鈴
さ
ん
（
東
京
都
）
　

　1963年は
　　　　　20世紀最後の皆既日食があった年

頭の体操「チャレンジ★ザ★クロスワード」

　答えを「ほすぴ」の添削問題の回答欄にご記入の上、7月31日(金)までにお送り下さい。
正解者の中から抽選で3名様に、丈夫で熱が逃げにくいステンレス断熱2重構造で、高い
保温と保冷力を持つ「携帯用ステンレスボトル」をプレゼント致します。奮ってご応募下
さい。尚、前回の答えは「ダンス」でした。抽選の結果、大阪府の山原好子さん、島根県の大
橋伸子さん、東京都の舎川明美さんが当選されました。おめでとうございます！

＜編集後記＞
　新型インフルエンザは、感染した人の咳やくしゃみとともに放出されたウイルス
を吸い込む「飛沫感染」、ウイルスで汚染された環境や物等に触れることによって、
皮膚を介して感染する「接触感染」によって感染します。�
　感染を防ぐために、外出したら手洗い、うがいを行いましょう。また、咳やくしゃ

みが出る時はマスクを着用しましょう。　　　　　　　　　　　（編　集　部）

　日本国内で46年ぶりとなる皆既日食が、7月22日に種子島、
屋久島、奄美大島等で観測できるそうです。日本で20世紀最後
の皆既日食があった年は、一体どんな年だったのでしょうか？�

<ニュース>

●三井三池炭鉱爆発事故
●ケネディ大統領暗殺

草加次郎事件・名神高速道路開通・日本初の原子力発電に成功�
北九州市発足・サインペン発売・テレビ宇宙中継実験に成功

こんな年でした

1963年

カタカナで回答し、２重枠の文字を組み合わせて単語を完成させて
下さい。

＜よこのカギ＞

１．頭が三角形で、手がかま状になっている昆虫。

２．本の表紙に傷や汚れがつかないようにかぶせるもののこと。

３．明治時代前後に来日した西洋人が住んだ家。�
　　神戸や横浜に多くみられる「○○○館」。

４．物事の絶頂。

５．梅雨の時期に咲く花。色が青から赤紫へ変化することから�
　　「七変化」ともいわれる。

６．学生が学校に通うこと。�
�
＜たてのカギ＞

① その人に対する評価が高くなること。「○○が上がる」。

② 白と黒の鍵盤を指先でたたいて、音楽を奏でる楽器。

③ 手などで体を揉みほぐして、血行や筋肉疲労を改善する方法。

④ 50円硬貨の表にデザインされている花。

⑤ 湯畑、湯もみが有名な群馬県にある温泉の町。

⑥ 物事が分かること。

⑦ 発言だけなら誰にでもできるが、実行するのは難しいこと。�
　　「○○は易く行うは難し」。

⑧ イタリア料理に用いる代表的なハーブ。

⑨ 金融機関が、会社、個人などに金銭を貸し出すこと。貸付。

⑩ 野菜に含まれる渋みやえぐみのある成分。

　★ヒント★

　オーストラリア

気をつけよう

季 節 の病 気
7-8月

～ プ ー ル 熱（ 咽 頭 結 膜 熱 ） ～

プール熱とは？

　正式名は「咽頭結膜熱」で、プールの水を介して伝染する事があ
るため、俗称で「プール熱」と呼ばれています。アデノウイルスと
いう微生物に感染する事が原因で、実際にはプールに入らなくても
咳やくしゃみ等から飛沫感染をする事も少なくありません。�
　アデノウイルスの潜伏期間は、約5日～1週間です。主に6月頃
から増加しはじめ、7～8月にピークを迎えます。約8割が5歳以下
の小児であり、特に2～4歳児の感染が多く報告されています。

★　そ こ で！予 防!　★

　症状は？

　感染力が強いので、予防には気を付ける必要があります。かかった子どもは、学校保健法によっ

て幼稚園や学校を休まなくてはなりません。症状が消えても2日間は幼稚園や学校を休ませます。�
［プールから上がったら］

●よく目や手を洗う。よくうがいをする。
●シャワーでプールの水をよく流し、タオルを他の子と共有しない。
［家では］
●タオル、洗面器、食器等を家族と共用しない。
●大人の家族も手洗いをこまめにする。

　
今
回
ご
紹
介
す
る
の
は
、
ご
自
身

で
お
店
を
さ
れ
な
が
ら
、
芸
能
活
動

や
葛
飾
区
の
「
明
る
い
選
挙
推
進
委

員
」
等
幅
広
い
活
動
を
さ
れ
て
い
る

五
十
嵐
五
十
鈴
さ
ん
。�

 

各
省
庁
や
企
業
の
教
育
関
係
の
映
像

に
多
く
出
演
さ
れ
る
と
と
も
に
、
テ
レ

ビ
朝
日
「
相
棒
」
等
ド
ラ
マ
に
も
出
演

さ
れ
て
い
ま
し
た
。
現
在
は
、
双
子
の

妹
さ
ん
と
ア
リ
コ
ジ
ャ
パ
ン
の
Ｃ
Ｍ

に
出
演
さ
れ
て
い
ま
す
。
東
京
の
資
格

取
得
説
明
会
で
は
、
資
格
取
得
者
の
声

と
い
う
事
で
お
話
頂
き
ま
し
た
。

　
健
康
管
理
士
一
般
指
導
員
の
資
格

に
興
味
を
持
っ
た
き
っ
か
け
、
選
ん

だ
理
由
は
何
で
す
か
？

　
母
か
ら
譲
り
受
け
た
資
生
堂
の
お

店
を
や
っ
て
お
り
、
資
生
堂
の
セ
ミ

ナ
ー
で
健
康
管
理
士
一
般
指
導
員
の

資
格
を
知
り
、
受
験
し
ま
し
た
。
色
々

な
事
に
挑
戦
す
る
に
あ
た
り
、
初
め

の
一
歩
と
し
て
良
い
き
っ
か
け
に
な

り
ま
し
た
。
　�

　
資
格
を
持
っ
て
い
る
人
と
持
っ
て

い
な
い
人
で
は
、
同
じ
事
を
お
話
し

て
も
耳
の
傾
け
方
が
異
な
る
た
め
、

資
格
を
持
っ
て
い
る
事
は
重
要
だ
と

考
え
ま
し
た
。

　
お
店
で
お
客
様
に
ア
ド
バ
イ
ス
や

指
導
を
行
う
上
で
、
健
康
管
理
士
一

般
指
導
員
が
役
立
っ
て
い
る
そ
う
で

す
が
、
ど
の
よ
う
に
ア
ド
バ
イ
ス
さ

れ
て
い
ま
す
か
？
気
を
つ
け
て
い
る

点
を
教
え
て
下
さ
い
。

　
お
店
で
は
、「
ほ
す
ぴ
」
や
資
格
取

得
の
た
め
に
学
ん
だ
知
識
を
活
か
し
、

私
は
こ
う
い
う
事
を
や
っ
て
い
て
、

こ
れ
が
良
い
と
い
う
の
を
実
体
験

を
交
え
て
お
伝
え
し
て
い
ま
す
。�

　
押
し
付
け
る
と
い
う
事
で
は
な
く
、

ど
ち
ら
か
と
い
う
と
同
じ
位
か
一

歩
下
が
っ
た
目
線
で
自
然
に
お
話

し
ま
す
。
そ
う
す
る
と
、
納
得
し
て

自
然
に
身
に
つ
け
て
頂
け
ま
す
。

　
私
ど
も
の
お
客
様
は
、
色
々
な
情

報
を
良
く
吸
収
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

実
行
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、
勿
体
無

く
思
い
ま
す
。
で
す
の
で
、
簡
単
に

実
行
で
き
る
身
近
な
事
か
ら
お
伝

え
す
る
様
に
し
て
い
ま
す
。

　
お
店
以
外
に
健
康
管
理
士
一
般
指

導
員
の
資
格
を
様
々
な
と
こ
ろ
で
活

か
さ
れ
て
い
る
そ
う
で
す
が
、
ど
の

よ
う
な
活
動
を
さ
れ
て
い
ま
す
か
？

　
芸
能
活
動
を
し
て
お
り
、
今
年
で

四
十
周
年
で
す
。
こ
れ
か
ら
は
、
俳

優
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
や
る
等
色
々

な
事
に
挑
戦
す
る
時
代
が
来
た
と

思
い
ま
す
。
そ
れ
に
よ
り
、
様
々
な

人
と
お
話
す
る
チ
ャ
ン
ス
が
増
え

ま
す
。
勉
強
し
た
事
を
お
話
さ
せ
て

頂
く
事
は
と
て
も
大
切
で
あ
り
、
お

話
す
る
事
で
自
信
に
つ
な
が
り
、
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
も
つ
い

て
き
て
、
そ
こ
か
ら
人
間
関
係
が
広

が
り
ま
す
。

　
資
格
を
持
っ
て
い
る
方
も
、
チ
ャ

ン
ス
が
あ
っ
た
ら
色
々
な
方
と
お

話
さ
れ
る
と
、
チ
ャ
ン
ス
が
広
が
る

と
思
い
ま
す
。

　
今
年
の
食
育
セ
ミ
ナ
ー
の
講
演
に

「
ア
ン
チ
エ
イ
ジ
ン
グ
」
が
出
て
き
ま

す
が
、
美
し
く
健
康
で
い
る
た
め
に

ど
の
様
な
事
を
さ
れ
て
い
ま
す
か
？

　
私
自
身
は
「
早
寝
早
起
き
朝
ご
は

ん
」
を
実
行
し
て
お
り
、
毎
朝
玄
米

を
土
鍋
や
鉄
の
鍋
で
炊
い
て
、
小
豆

や
か
ぼ
ち
ゃ
を
入
れ
た
り
し
て
食

べ
て
い
ま
す
。
サ
プ
リ
メ
ン
ト
を
飲

ん
だ
り
、
有
酸
素
運
動
を
し
た
り
、

自
分
で
マ
ッ
サ
ー
ジ
を
し
た
り
も

し
て
い
ま
す
。
内
面
的
に
は
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
を
通
じ
て
、
様
々
な

年
代
の
人
と
触
れ
合
え
、
ア
ン
チ
エ

イ
ジ
ン
グ
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

お
化
粧
や
お
し
ゃ
れ
を
し
て
色
々
な

場
に
出
る
事
も
大
切
で
す
ね
。�

　
ま
た
、「
ほ
す
ぴ
」
に
も
あ
り
ま
し

た
よ
う
に
、
歯
は
話
す
事
や
食
べ
る

事
に
お
い
て
と
て
も
大
切
な
役
割
を

し
て
い
ま
す
の
で
、
専
門
医
の
い
る

歯
科
医
院
に
通
っ
て
、
歯
の
メ
ン
テ

ナ
ン
ス
を
定
期
的
に
行
っ
て
い
ま
す
。

　
葛
飾
区
の
「
明
る
い
選
挙
推
進
委

員
」
を
さ
れ
て
い
る
そ
う
で
す
が
、

健
康
管
理
士
一
般
指
導
員
を
活
か
し

て
地
域
で
ど
の
よ
う
な
活
動
を
さ
れ

て
い
ま
す
か
？

　
葛
飾
区
で
は
、
保
健
所
や
医
師
が

主
に
健
康
に
関
す
る
講
演
を
行
っ
て

い
ま
す
。
健
康
に
関
す
る
冊
子
等
が

置
い
て
あ
り
ま
す
が
、
な
か
な
か
手

に
取
っ
て
見
る
機
会
が
少
な
い
の
が

現
状
で
す
。
日
本
成
人
病
予
防
協
会

が
文
京
区
と
企
画
さ
れ
た
「
健
康
ま

ち
づ
く
り
活
動
支
援
講
習
会
」
の
様

に
、
身
近
な
人
達
が
お
話
し
、
勉
強

す
る
機
会
を
作
る
事
は
非
常
に
大
切

だ
と
思
い
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
明
る
い
選
挙
推
進
委
員

で
も
、
ミ
ニ
講
演
会
等
資
格
を
活
か

し
て
活
動
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。
健
康
管
理
士
一
般
指
導
員

と
い
う
資
格
を
皆
さ
ん
に
認
知
し
て

頂
け
る
よ
う
に
、
自
分
で
色
々
企
画

し
、
力
を
つ
け
て
や
っ
て
い
き
た
い

で
す
。

　
資
格
取
得
説
明
会
で
「
活
か
し
て

い
ま
す
！
健
康
管
理
士
資
格
」
と
い

う
事
で
、
お
話
を
し
て
頂
き
ま
し
た

が
い
か
が
で
し
た
か
？

　
皆
さ
ん
と
て
も
熱
心
に
話
を
聞
い

て
下
さ
り
、
健
康
管
理
士
一
般
指
導

員
に
対
す
る
関
心
度
の
高
さ
に
驚
き

ま
し
た
。
あ
ら
た
め
て
、
こ
の
資
格

を
取
っ
て
良
か
っ
た
思
い
ま
す
。

　
健
康
管
理
士
一
般
指
導
員
と
し
て
、

今
後
は
ど
の
よ
う
な
方
向
性
で
活
動

し
て
い
き
た
い
と
お
考
え
で
す
か
？

　
健
康
管
理
士
一
般
指
導
員
は
素
晴

ら
し
い
資
格
だ
と
思
い
ま
す
。
一
家

に
一
人
で
も
い
る
と
、「
ほ
す
ぴ
」
が

送
ら
れ
て
き
て
、
食
事
を
気
を
つ
け

た
り
、
生
活
を
見
直
す
き
っ
か
け
に

な
り
ま
す
。
治
療
を
行
う
の
は
医
者

で
す
が
、
予
防
を
す
る
の
は
自
分
自

身
で
す
の
で
、
知
識
を
持
つ
事
が
大

切
で
す
。�

　
先
輩
の
方
が
、
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー

ズ
は
「
健
康
管
理
士
会
の
き
ん
さ
ん
、

ぎ
ん
さ
ん
」
と
言
っ
て
下
さ
い
ま
し

た
の
で
、
そ
の
様
に
な
れ
た
ら
嬉
し

い
で
す
ね
。
健
康
で
美
し
く
年
を
重

ね
る
ノ
ウ
ハ
ウ
を
皆
様
に
お
伝
え
出

来
る
様
に
、
講
演
等
で
頑
張
っ
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

�

　
芸
能
活
動
を
は
じ
め
、
幅
広
い
分

野
で
活
躍
さ
れ
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
五

十
嵐
さ
ん
。
活
動
を
通
じ
て
、
健
康

管
理
士
一
般
指
導
員
に
興
味
を
持

つ
人
が
さ
ら
に
増
え
て
い
く
と
良

い
で
す
ね
。
今
後
益
々
の
ご
活
躍
を

お
祈
り
し
て
い
ま
す
！

<写真左：妹の美鈴さん　写真右：五十鈴さん>

<資格取得説明会でのお話の様子>　

　＜アデノウィルス＞

　大人もかかるの？

　プール熱というと、主に幼児や小学生がかかる病気であるとの認識があります。その名の通
りプールで感染するものだとされてきたからです。しかし、プール熱は子どもだけがかかる病
気ではなく、大人でもかかる病気である事を知っておきましょう。

40
度

①高熱…38～40度の高熱が4～7日間続きます。�
　熱はなかなか下がらず、元気もなくなります。

③喉の痛み…喉が赤く腫れ、4～5日間痛みます。�
　咳が出て、扁桃腺炎を伴う事も多くあります。

②結膜炎…目が赤く充血し、痛み、目やにが出て、目
　を開けているのがつらくなります。 病原性微生物

（アデノウイルス）
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